
広
島

な
ら
で
は

の
商

品
開

発
が

で
き
る
食

材

「
八

朔
（
は

っ
さ
く
）
」
の

ご
提

案

JA
広
島
果
実
連

八
朔

っ
て
ど
ん
な
柑

橘
？

•
尾
道
市
因
島
発
祥
。

•
糖
酸
バ
ラ
ン
ス
に
加
え
、
ほ
ろ
苦
さ
が
柑
橘
通
を
唸
ら

せ
る
大
人
の
味
。

•
し
っ
か
り
し
た
食
感
で
果
肉
に
存
在
感
あ
り
。

•
ス
イ
ー
ツ
の
原
料
と
し
て
は
、
は
っ
さ
く
ゼ
リ
ー
、
は
っ
さ

く
大
福
の
ヒ
ッ
ト
で
証
明
済
。
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量
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７
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，
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収
穫
量

和
歌
山
の
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し
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“
広
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位
置
付
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）
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県
別
収
穫
量

農
水
省
特
産
果
樹
生
産
動
態
等
調
査
よ
り全
国
１
位
の
レ
モ
ン
と
異
な
り
、

存
在
感
が
薄
い
。

県
内
に
お
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付
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実
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J
A
広
島
果
実
連
販
売
実
績
よ
り

県
内
に
お
い
て
八
朔
は
、

中
晩
柑
類
１
位
、

シ
ェ
ア
２
３
％
、

１
，
８
２
９
ｔ
の
販
売
量

八
朔
は
、
数
量
が
多
い
が
ゆ
え
に
、

本
県
柑
橘
経
営
に
与
え
る
影
響
力
は

レ
モ
ン
よ
り

レ
モ
ン
よ
り

レ
モ
ン
よ
り

レ
モ
ン
よ
り
大

き
い

大
き
い

大
き
い

大
き
い
!!



～
ト
レ
ン
ド
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
プ
ラ
ス
し
て
広
島
の
優
位
性
を
～

八
朔

P
R
の

た
め
の

八
策

①
因
島
発
祥
。

因
島
発
祥
。

因
島
発
祥
。

因
島
発
祥
。

②
1
5
0
年
以
上

年
以
上

年
以
上

年
以
上
の
栽
培
の
歴
史
。

③
幕
末
か
ら
変
わ
ら
ぬ
柑
橘
通
を
唸
ら
せ
る
武
骨
な
味
。

武
骨
な
味
。

武
骨
な
味
。

武
骨
な
味
。

④
元
祖
・
和
製
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
。

和
製
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
。

和
製
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
。

和
製
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
。

⑤
日
本
を
代
表

代
表
代
表

代
表
す
る
日
本
人
に
馴
染
み

馴
染
み

馴
染
み

馴
染
み
の
あ
る
柑
橘
。

⑥
D

N
A
の
半
分
は
村
上
海
賊

村
上
海
賊

村
上
海
賊

村
上
海
賊
由
来
。

⑦
名
前
に
は
無
病
息
災

無
病
息
災

無
病
息
災

無
病
息
災
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

⑧
ナ
リ
ン
ギ
ン

ナ
リ
ン
ギ
ン

ナ
リ
ン
ギ
ン

ナ
リ
ン
ギ
ン
に
は
ヘ
ル
ス
＆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
機
能
あ
り
。



八
朔

発
祥

の
地

因
島

「
因
島
柑
橘
史
」
岡
野
周
蔵
著
よ
り

・
1

8
6

0
年
（
万
延
年
間
）

浄
土
寺
恵
徳
上
人
が
寺
の
側
に
て
発
見
。

・
1

8
8

6
年
（
明
治

1
9
年
）

八
朔
（
は
っ
さ
く
）
と
命
名

旧
暦
の
八
月
の
朔
日
（

8
月

1
日
）
ご
ろ
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

↓

こ
の

時
期

、
正

直
、
食

え
な
い

こ
の

時
期

、
正

直
、
食

え
な
い

こ
の

時
期

、
正

直
、
食

え
な
い

こ
の

時
期

、
正

直
、
食

え
な
い
!!

な
ぜ

八
朔

？
な
ぜ

八
朔

？
な
ぜ

八
朔

？
な
ぜ

八
朔

？

8
月

1
日

か
ら
食

え
な
い
八

朔
？

そ
の

名
に
秘

め
ら
れ

た
真

意

•
八
朔
＝
八
月
の
朔
日
＝

8
月

1
日
は
、
仏
と
生
き
と
し
生

け
る
も
の
と
の
結
び
つ
き
（
＝
加
持
力
）
が
最
強
の
日

で
、
身
体
が
浄
化
さ
れ
る
力
を
貰
え
る
日
。
弘
法
大
師

が
、
人
々
の
息
災
の
為
に
加
持
を
行
っ
た
日
。

新
説
：
八
朔
は
、
最
強
の
加
持
力
を
持
っ
た
柑
橘
。

新
説
：
八
朔
は
、
最
強
の
加
持
力
を
持
っ
た
柑
橘
。

新
説
：
八
朔
は
、
最
強
の
加
持
力
を
持
っ
た
柑
橘
。

新
説
：
八
朔
は
、
最
強
の
加
持
力
を
持
っ
た
柑
橘
。

人
々
の

人
々
の

人
々
の

人
々
の
無
病
息
災

無
病
息
災

無
病
息
災

無
病
息
災
を
願
い

を
願
い

を
願
い

を
願
い

恵
徳
上
人
が
名
づ
け
た
。

恵
徳
上
人
が
名
づ
け
た
。

恵
徳
上
人
が
名
づ
け
た
。

恵
徳
上
人
が
名
づ
け
た
。



D
N

A
解

析
に
よ
り
親

品
種

判
明

•
2

0
1

6
年

論
文
「
核
と
オ
ル
ガ
ネ
ラ
ゲ
ノ
ム
の

D
N

A
解
析
か
ら
推
定

さ
れ
た
カ
ン
キ
ツ
品
種
の
雑
種
起
源
」
（

P
Lo

S
O

n
e

.2
0

1
6
）

に
よ
り
、
八
朔
の
親
品
種
が
判
明

八
朔
の
親
品
種
が
判
明

八
朔
の
親
品
種
が
判
明

八
朔
の
親
品
種
が
判
明

種
子
親
：
ポ
メ
ロ
タ
イ
プ
×
花
粉
親
：
九
年
母

こ
の
こ
と
か
ら
、
歴
史
を
紐
解
く
と

D
N

A
半

分
は

、
村

上
海

賊
村

上
海

賊
村

上
海

賊
村

上
海

賊
由

来

•
八
朔
の
花
粉
親
：
九
年
母
は
、
慶
長
元
年
・

1
5

9
6
年
、

村
上
海
賊
統
治
下
の
因
島
で
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

•
新
し
い
物
を
導
入
す
る
際
、
統
治
者
で
あ
る
因
島
村
上

家
が
関
わ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。



八
朔
の
生
果
、
並
び
に
果
汁
、
ピ
ー
ル
、
ピ
ュ
ー
レ
等
の

一
次
加
工
品
で
の
原
料
供
給
が
可
能
で
す
。

《
八
朔
一
次
加
工
品
》

八
朔
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
（
冷
凍
）

八
朔
濃
縮
果
汁
（
冷
凍
）

八
朔
果
皮
ミ
ン
チ
（
冷
凍
）

八
朔
ピ
ュ
ー
レ
（
冷
凍
）
等



ト
レ
ン
ド
と
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
武
器
に
、

広
島
な
ら
で
は
の
八
朔
商
品
の
開
発
が
広
島
レ
モ
ン
に

続
く
広
島
の
柑
橘
産
業
の
力
に
な
り
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


